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	   報 告 者 氏 名
	柳内　茂

	大 会 名
	　ＩＯＤＡ　北米選手権

	開 催 地
	　メキシコ　バジェデブラボ

	大 会 期 間
	　2012年10月21日～28日


	現地までの旅程
	羽　　　　　　田発（10月20日　0：30）→　ロサンゼルス　→ メキシコシティ到着（10月20日　5：00）
メキシコシティ発（10月28日10:15）→ ロサンゼルス　→ 羽　　　　　　　　田着（10月29日22:30）

日本・メキシコ時差：▲15時間（サマータイム▲14時間） 

	旅行代理店
	ＨＩＳ自由が丘店

	渡航費用
	１４７,１９０円/人

	エントリー料
	選手一人　５５０ドル　　　大人一人　６００ドル　　　※　実際に支払った通貨で記入して下さい

	その他食料費
	飲料水、副食費など外食費　　雑費として１万円（/日）　程度を準備　

※詳細は会計報告参照

	チャーター料金
	ＯＰ艇　　　　　大会期間中　８日間　５５０ドル（ / 艇）
コーチボート　大会期間中　８日間　６００ドル（ / 艇）

	大会本部の対応
	皆さん親切でした。日本語の解る方は居ませんでしたが、皆さん英語は話せました。

	チームリーダーミーティングの様子、内容
	風が吹く時間が午後１２時半過ぎから、と毎日同じであり、その時間から１日３レースを行う為、スタートでゼネリコとなった場合の次は、直ぐにブラック旗でのスタートとすることが初日から説明された。

	選手達の様子で
気をつけたこと
	海外選手達がスタート時に大きな声で権利主張してくることに気後れしないよう。できるだけ海外選手達と陸上で仲良くなってしまうようにした。レイデイは近場への観光とし、体を休めるようにした。

	食事はどうでしたか
	毎日、朝と夜はハーバー内でのバイキング。パン、パンケーキ、シリアス、パスタ、卵料理、肉料理、サラダ、ヨーグルト、フルーツ、サルサソース、飲み物。各自が好きなものを好きなだけ食べることができた。しかし料理の種類は単調。単調であったことを除けば、それぞれ美味しかった。
選手達が海に持って行くランチは、毎朝テーブルに、パン、ハム、チーズ、マヨネーズ、ジャム、が山ほど用意されていて、何と、各国サポーターが海に出る選手とコーチ分を作るセルフサービス方式。ハム＆チーズのサンドイッチと、リンゴ、木の実詰め合わせ、グミ、スポーツドリンク、のランチセットが大会期間中全て同じ、超単調なランチとなった。しかし、選手達からは大きな不満は出なかった。

	セキュリティーなどで気をつけたことはありましたか。

	街では各所に自動小銃を持った警察が多数警備をしていた。朝、宿からハーバーに行く時には、警官が私達に付き添ってくれた。地域として問題が発生しないよう警備を強化していたと思われる。

街を一人で歩くことはできるだけしないように注意した。しかし、物を取られたり怖い思いをすることは一切無かった。中日の休日は、皆で街を散策、お店の人やハーバースタッフは皆さん陽気で親切だった。

	荷物に関して工夫したこと
	デルタ航空では、預け荷物は２個まで無料（１個の荷物の重さは２３㎏以下）。荷物の大きさは「縦・横・長さの３辺の合計が１５７ｃｍ」まで無料であるが、セールを運ぶボイド管は長さだけで２ｍあり、大きさの規定を超えてしまう件、デルタ航空に確認すると、超過料金が片道１７５ドル必要との回答（往復３５０ドル）。旅行カバンを１つセール用として折りたたんで運ぶ。あるいは長さ１５７ｃｍのボイド管で、セールを１つ折りして運ぶこととした。長さ１５７ｃｍのボイド管は縦横長の合計は規定を超えるが、羽田でもロスでもメキシコでも追加料金は取られなかった。明らかに規定を超えて見える荷物以外は測らないようである。

	日本との通信状況、手段
	ノートブック型パソコン２台、ipad１台、海外で使用できる携帯電話４台（大人４人）
宿もハーバー内もWi-Fiが無料で使えた。宿では使える範囲がフロントの半径１０ｍ程度で、部屋では使えなかった。ハーバーではアンテナから半径３０ｍ程度の範囲で使え、朝方はつながらない事があった。

	他国チームとの国際交流の実施
	近藤コーチが子供達に対し、ブラジルのコーチを相手に挨拶を交わしてウエアー交換をする交流を実践して見せると、子供達も自分で声を掛けての様々な交流を試みるようになった。

ハーバー内にあるプール、卓球、トランポリン、サッカーゲーム等を他国の選手達と一緒になって遊んでいた。また、最終日を待たず、空いた時間で他国選手とのウエアー交換をする為に英語での会話を試みていた。仲良くなった海外選手に日本語での挨拶を教え、朝会うと日本語で挨拶してきたり、漢字や平仮名に矯味を持ち、日本選手と交換したＴシャツや自分の腕に、自分の名前を日本選手に書いてもらうようなことが流行った。日本チームのTシャツや、Ｊａｐａｎとプリントされた速乾シャツやラッシュガード、日の丸鉢巻は人気で、多くの選手が交換を希望して話し掛けてきていた。
子供達を見ていると、英語を使えるかどうかではなく、相手と一緒に遊びたい。交流を持ちたい。と言う気持ちが相手に伝われば仲良くなれるように感じた。
我が家では、帰国後、北米で知り合った方々と、Ｅ-mailやfacebookを使って交流を続けている。

	持参してよかった食品、医療品等
	出発前にメキシコ事情を説明し、病院で予防的に処方してもらった整腸薬。抗生物質（耳が痛い子供に飲ませた、中耳炎？）。防水絆創膏（切傷）。かゆみ止め軟膏。ステロイド軟膏。

	次回参加者へアドバイス
	お子さんがＮＴ入りした保護者の皆さんは、事前の準備、沢山の決め事、遠征費用の負担、同行する場合の休暇取得等、遠征に出発するまでがとても大変だと思います。でも、子供も親も、このような機会が無ければ経験ができないことが沢山ありますので、現地で体験する様々なことや、準備が大変なことや、費用の捻出が大変なことも含めての海外遠征であり、楽しいことも大変だったことも含めた、一生忘れられない思い出を作って頂ければと思っています。

また、準備期間を通して様々な方に話しを聞き、教えてもらい、一緒に現地へ行く皆さんと打合せをし、物事を決めていく過程等を通し、所属クラブの枠を超えた沢山の方々と友人になることができます。当然、現地でも、国の枠を超えた友人を作ることができます。
子供と共にヨットをされている皆さんは、皆さん陽気で明るくフレンドリーな方々ばかり、こちらから話し掛ける勇気さえあれば、仲良くなることは簡単です。

期間を通し、約3,000枚の写真を撮影してました。人は忘れることが得意な生き物ですので、私達程とは言いませんが、是非、遠慮せずに沢山の写真を撮影されることをお勧め致します。

	JODAへの要望
	できるだけ多くの選手に海外経験をさせてあげて欲しいです。北米では、開催国以外にも10名以上の選手が出場している国がありました。当然、レンタル艇数の問題から、参加選手のＭａｘがある話しであるとは思いますので、可能であればです。

	その他
	息子は本大会でＯｐ級ヨットを卒業となりましたが、6年半のＯｐ級ヨットでの活動を通じ、息子も親の私も多くの事を学び、そしてすばらしい経験を沢山することができました。皆様、本当にありがとうございました。
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